
カ
ン
ト
生
ま
れ
る

秘
湯
の
温
泉
地
で
知
ら
れ
る
湯
西

川
温
泉
。
そ
の
地
区
の
唯
一
の
医
療

機
関
と
し
て
湯
西
川
診
療
所
が
あ
り

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
医
師
、
看
護
師
、

事
務
員
二
人
で
、一
九
八
二
年
以
来
、

自
治
医
大
卒
業
の
先
輩
方
が
代
々
所

長
を
継
ぎ
、
私
は
二
〇
〇
四
年
五
月

に
十
二
代
目
の
所
長
と
し
て
赴
任
し

ま
し
た
。

道
具
が
な
く
て
も

診
療
所
の
機
材
は
超
音
波
、
上
部

内
視
鏡
、
心
電
図
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
の

み
。
採
血
検
査
の
結
果
は
三
日
後
に

届
き
、
道
具
が
な
く
て
も
診
療
を
進

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

出
血
を
止
め
る
電
気
メ
ス
が
な
く

て
も
、
何
十
分
も
圧
迫
す
れ
ば
止
血

で
き
ま
す
し
、
腹
痛
で
も
、
問
診
と

臨
床
経
過
や
超
音
波
検
査
の
み
で
、

あ
る
程
度
の
診
断
と
緊
急
性
の
判
断

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、湯
西
川
は
温
泉
地
の
た
め
、

通
常
の
診
療
所
に
比
べ
て
観
光
客
の

患
者
さ
ん
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
は
温
泉
で

汗
を
か
き
、
夕
食
に
飲
酒
を
し
て
脱

水
状
態
を
悪
化
さ
せ
、
夕
食
後
の
二

十
時
ご
ろ
に
多
く
受
診
し
ま
す
。

私
は
湯
西
川
で
結
婚
し
、
湯
西
川

で
長
男
が
生
ま
れ
育
ち
、
私
た
ち
家

族
に
と
っ
て
湯
西
川
は
故
郷
の
よ
う

な
土
地
と
な
り
ま
し
た
。

結
婚
予
定
の
六
月
六
日
に
平
家
大

祭
と
い
う
盛
大
な
お
祭
り
が
あ
り
ま

し
た
。
平
家
絵
巻
行
列
の
お
姫
様
は

独
身
女
性
の
役
で
す
が
、
午
前
中
に

絵
巻
行
列
に
参
加
、
午
後
に
婚
姻
届

を
出
す
予
定
に
し
、
そ
の
役
を
妻
が

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
当
日
午
後
、
急
患
の
た
め

私
は
救
急
車
に
同
乗
し
て
鬼
怒
川

へ
。婚
姻
届
は
妻
が
一
人
で
提
出
し
、

結
婚
初
日
か
ら
妻
に
大
き
な
借
り
を

作
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

四
季
を
実
感
感
動

私
は
、
こ
の
四
月
か
ら
勤
務
地
が

替
わ
り
ま
し
た
が
、
湯
西
川
で
一
番

の
感
動
は
、
四
季
を
実
感
で
き
る
こ

と
で
し
た
。
五
月
に
は
地
元
の
「
釣

り
の
師
匠
」
と
渓
流
釣
り
に
出
掛
け

ま
す
。
七
月
に
は
野
菜
の
収
穫
が
始

ま
り
、
玄
関
先
に
食
べ
き
れ
な
い
ほ

ど
の
野
菜
が
積
ま
れ
ま
す
。

秋
に
は
と
て
も
良
い
香
り
の
天
然

マ
イ
タ
ケ
な
ど
の
キ
ノ
コ
が
採
れ
、

十
二
月
に
雪
が
降
り
始
め
る
と
猟
友

会
が
捕
っ
て
き
た
新
鮮
な
ク
マ
や
シ

カ
肉
に
あ
り
つ
け
ま
す
。
二
月
に
は

盛
大
な
か
ま
く
ら
祭
が
始
ま
り
、
四

月
に
な
り
雪
が
解
け
る
と
、
日
に
日

に
新
緑
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

昨
今
、
へ
き
地
診
療
所
に
お
い
て

も
交
通
事
情
の
改
善
を
理
由
に
行
政

は
医
師
の
派
遣
を
中
止
し
た
り
、
診

療
所
の
規
模
縮
小
な
ど
の
政
策
を
と

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

へ
き
地
診
療
所
の
主
な
患
者
さ
ん

は
高
齢
者
で
あ
り
、
車
の
運
転
が
で

き
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
歩
い

て
い
け
る
距
離
に
診
療
所
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
医
療
機
関

が
近
く
に
あ
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も

安
心
な
の
で
す
。
今
後
の
へ
き
地
医

療
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
住
民
の

「
心
」
を
理
解
し
た
「
心
」
あ
る
政

策
を
切
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
次
回
予
定
は
大
阪
府
）

◇

◇

全
国
各
地
で
活
躍
す
る
自
治
医
科

大
卒
業
の
医
師
た
ち
が
、
全
都
道
府

県
を
リ
レ
ー
す
る
形
式
で
エ
ッ
セ
ー

を
届
け
る
。
全
国
の「
地
域
医
療
」の

最
前
線
に
い
る
自
治
医
大
卒
医
師
。

離
島
で
奮
闘
す
る
医
師
を
描
い
た

「
Ｄ
ｒ.

コ
ト
ー
」を
思
い
浮
か
べ
、

「
Ｄ
ｒ.

ジ
チ
」と
呼
ば
せ
て
も
ら
う
。

結
婚
、長
男
誕
生
家
族
の
故
郷
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イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
は
、
近
代
の
最

も
偉
大
な
哲
学
者
の
一
人
。
認
識
論
に
お

け
る「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」が
知
ら
れ

る
。つ
ま
り
、人
間
は
物
自
体
を
知
り
得

ず
、
人
間
の
認
識
が
現
象
を
構
成
す
る
の

だ
と
説
い
た
。「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」

は
、
比
喩（
ひ
ゆ
）的
に
、
物
事
の
見
方
が

百
八
十
度
変
わ
る
場
合
に
も
使
わ
れ
る
。

最
近
で
は
マ
ス
コ
ミ
の
ホ
リ
エ
モ
ン
の
扱

い
な
ど
が
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
（
志
）

視
神
経
が
圧
迫
さ
れ
視
野
が

狭
く
な
る
緑
内
障
。
眼
圧
上
昇

が
原
因
と
さ
れ
、
患
者
に
は
適

正
な
眼
圧
管
理
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
診
察
室
で
一
度

き
り
の
測
定
で
は
、
刻
々
と
変

動
す
る
眼
圧
を
正
確
に
は
把
握

で
き
な
い
。

原
眼
科
病
院
（
宇
都
宮
市
）

は
、
眼
圧
が
座
位
よ
り
も
横
に

な
っ
て
い
る
時
の
方
が
高
く
な

る
と
の
臨
床
デ
ー
タ
を
ま
と
め

た
。
眼
圧
動
態
を
正
確
に
と
ら

え
、
新
療
法
確
立
に
結
び
付
く

研
究
と
し
て
、
世
界
的
な
眼
科

学
会
誌
で
論
文
が
採
用
さ
れ

た
。緑

内
障
は
糖
尿
病
性
網
膜
症

に
次
ぎ
、
失
明
原
因
の
二
番
目

に
上
げ
ら
れ
る
。
四
十
歳
以
上

の
有
病
率
は
約
５
・
８
％
で
、

十
七
、
八
人
に
一
人
の
割
合
と

さ
れ
る
。

同
病
院
の
原
岳
副
院
長
に
よ

る
と
、
き
っ
か
け
は
「
横
に
な

っ
た
時
の
方
が
、
目
が
張
る
よ

う
な
気
が
す
る
」
と
い
う
患
者

の
声
だ
っ
た
と
い
う
。

入
院
し
て
二
、
三
時
間
お
き

に
二
十
四
時
間
眼
圧
を
測
定
す

る
「
眼
圧
日
内
変
動
測
定
」

で
、
同
病
院
は
座
っ
た
状
態
と

横
に
な
っ
た
状
態
の
二
種
類
の

眼
圧
計
測
を
試
み
た
。
二
〇
〇

一
年
か
ら
百
四
十
八
人
の
平
均

デ
ー
タ
で
、
座
っ
た
状
態
よ
り

横
に
な
っ
た
状
態
の
方
が
二
!

三
%
Ｈ
ｇ
高
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。原

副
院
長
は
「
目
と
心
臓
の

位
置
関
係
な
ど
が
眼
圧
に
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
は
理
解
さ
れ

て
い
た
が
、
大
規
模
な
臨
床
デ

ー
タ
と
し
て
実
証
し
た
の
は
初

め
て
」
と
成
果
を
解
説
す
る
。

従
来
の
日
内
変
動
計
測
は
、

夜
間
で
も
患
者
を
座
ら
せ
て
測

定
し
て
い
た
。
二
種
類
の
眼
圧

を
測
定
す
る
新
た
な
取
り
組
み

を
可
能
に
し
た
の
は
、
測
定
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
院
内
ス

タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
の

体
制
整
備
が
背
景
に
あ
る
。

「
眼
圧
の
変
動
に
は
個
人
差

も
あ
る
。
一
日
の
最
高
値
、
平

均
値
が
分
か
れ
ば
、
治
療
の
目

標
値
も
正
確
に
設
定
で
き
る
」

と
原
副
院
長
。
眼
圧
下
降
薬
の

選
択
や
点
眼
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
、
内
服
薬
の
処
方
な
ど
、
客

観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
治

療
方
針
が
立
て
ら
れ
る
と
い

う
。こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
昨
秋
リ

ス
ボ
ン
で
行
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
眼
科
看
護
師
検
査
士
学
会
で

も
発
表
し
、
高
い
評
価
を
受
け

た
。ま

た
、
眼
科
分
野
で
は
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
学
会
誌
「
ア
ー
カ

イ
ブ
ス
・
オ
ブ
・
オ
フ
サ
ル
モ

ロ
ジ
ー
」
二
月
号
に
も
掲
載
さ

れ
る
な
ど
注
目
を
集
め
て
い

る
。

夜
間
は
横
に
な
っ
た
状
態
で
も
測
定
し
、
眼
圧
の
よ
り
正

確
な
変
動
を
把
握
す
る

原 岳副院長

宇都宮の原眼科病院 眼圧 横になると上昇

緑
内
障
治
療
に
新
機
軸

日内動態を臨床データ化

自
治
医
大
付
属
病
院
の
医

師
、看
護
師
ら
の
呼
び
掛
け
で
、

乳
が
ん
患
者
の
会「
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
の
会
」（
仮
称
）が
発
足
し

た
。
他
の
医
療
機
関
の
患
者
も

参
加
可
能
で
、
患
者
同
士
が
励

ま
し
合
い
、
医
療
側
と
相
互
に

支
え
合
う
会
を
目
指
す
。

国
内
で
は
現
在
、
女
性
の
ほ

ぼ
二
十
人
に
一
人
が
乳
が
ん
に

な
っ
て
い
る
。
同
病
院
で
も
年

間
約
二
百
人
が
乳
が
ん
手
術
を

受
け
て
お
り
、「
身
近
な
、
自
分

が
か
か
っ
て
い
る
病
院
内
に
患

者
会
が
あ
れ
ば
、
不
安
も
和
ら

ぐ
だ
ろ
う
」
と
設
立
し
た
。

同
大
地
域
医
療
情
報
研
修
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第

一
回
の
会
合
に
は
患
者

ら
約
五
十
人
が
参
加
。

会
を
呼
び
掛
け
た
同
大

乳
腺
・
総
合
外
科
、
塩

沢
幹
雄
医
師
が
講
演
。

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

早
く
も
患
者
が
互
い
に

相
談
、
ア
ド
バ
イ
ス
し

合
う
姿
が
見
ら
れ
た
。

今
後
は
患
者
同
士
の

交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
側
も

手
術
、
化
学
療
法
、
内
分
泌
療

法
や
放
射
線
、
精
神
学
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
講
演
形
式

で
情
報
を
提
供
し
た
り
、
患
者

の
意
見
を
聞
い
た
り
し
て
い

く
。
二
カ
月
に
一
回
ほ
ど
会
合

を
開
く
予
定
。

呼
び
掛
け
人
の
一
人
、
同
大

付
属
病
院
の
軽
部
真
粧
美
主
任

看
護
師
は
「
患
者
さ
ん
は
手
術

後
も
治
療
な
ど
長
い
闘
病
生
活

に
な
る
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
相

談
で
き
、
少
し
で
も
不
安
が
解

消
で
き
れ
ば
」
と
話
し
た
。

次
回
は
六
月
の
い
ず
れ
か
の

土
曜
日
の
予
定
。
参
加
希
望
者

は
同
病
院
五
階
Ａ
病
棟
!
０
２

８
５
・
４
４
・
２
１
１
１
（
代

表
）
の
軽
部
看
護
師
、
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル

k
aru
be
@

jich
i.ac.jp

へ
。

乳がん患者の会の初会合＝自治医大

乳
が
ん
患
者

支
え
合
お
う

自
治
医
大
医
師
ら
呼
び
掛
け

栃木県
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